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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＭＲＩまたはＮＭＲスペクトロスコピーあるいはスペクトロスコピー撮像を利用すること
によって生理学的組織の物理的または化学的パラメータをインビボで決定する試料特性定
量化方法であって、
　ＣＥＳＴ造影剤を対象に投与する造影剤投与工程と、
　ある特定の位置における前記ＣＥＳＴ薬剤の交換速度をインビボで決定する交換速度決
定工程と、
　前記交換速度を標準曲線と比較し前記特定の位置における物理的または化学的パラメー
タを決定するパラメータ決定工程と、を有し、
前記交換速度決定工程は、
　前記対象を磁場内に置いたままで第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度でＴ１以上の長さの時間
期間にわたって照射する第１の照射工程と、
　前記対象を第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度で照射すると同時に前記対象の磁化を計測し第
１の磁化値を取得する第１の磁化計測工程と、
　前記対象を磁場内に置いたままで前記第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度より大きい第２のＣ
ＥＳＴ共鳴ＲＦ強度でＴ１以上の長さの時間期間にわたって照射する第２の照射工程と、
　前記対象を第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度で照射すると同時に前記対象の磁化を計測し第
２の磁化値を取得する第２の磁化計測工程と、
　前記第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度、前記第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度、前記第１の磁化
値及び前記第２の磁化値を利用して前記ＣＥＳＴ薬剤の交換速度を確定する第１交換速度
確定工程と、
を含むことを特徴とする試料特性定量化方法。
【請求項２】
この試料特性定量化方法は、前記第１の磁化値を正規化して第１の正規化磁化値を取得す
る第１正規化工程と、前記第２の磁化値を正規化して第２の正規化磁化値を取得する第２
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正規化工程と、をさらに含むと共に、
　前記交換速度確定工程が前記第１及び第２の磁化値の代わりに前記第１及び第２の正規
化磁化値を用いることを特徴とする請求項１に記載の試料特性定量化方法。
【請求項３】
ＭＲＩまたはＮＭＲスペクトロスコピーあるいはスペクトロスコピー撮像を利用すること
によって生理学的組織の物理的または化学的パラメータをインビボで決定する方法であっ
て、
　ＣＥＳＴ造影剤を対象に投与する造影剤投与工程と、
　ある特定の位置における前記ＣＥＳＴ薬剤の交換速度をインビボで決定する交換速度決
定工程と、
　前記交換速度を標準曲線と比較し前記特定の位置における物理的または化学的パラメー
タを決定するパラメータ決定工程と、を有し、
　前記交換速度決定工程は、
　前記対象を静磁場にかける工程と、
　前記対象を２種類以上のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度でＴ１以上の長さの時間期間にわたって
照射する第３の照射工程と、
　個々の各共鳴ＲＦ強度による前記対象の照射と同時に前記対象の磁化を計測しそれぞれ
の磁化値を取得する第３の磁化計測工程と、
前記ＲＦ強度及びそれぞれの磁化値を利用して前記ＣＥＳＴ薬剤の交換速度を確定する第
２交換速度確定工程と、を含むことを特徴とする請求項１に記載の試料特性定量化方法。
【請求項４】
ＭＲＩまたはＮＭＲスペクトロスコピーあるいはスペクトロスコピー撮像を利用すること
によって生理学的組織の物理的または化学的パラメータをインビボで決定する方法であっ
て、
　ＣＥＳＴ造影剤を対象に投与する造影剤投与工程と、
　ある特定の位置における前記ＣＥＳＴ薬剤の交換速度をインビボで決定する交換速度決
定工程と、
　前記交換速度を標準曲線と比較し前記特定の位置における物理的または化学的パラメー
タを決定するパラメータ決定工程と、を有し、
　前記交換速度決定工程は、
　前記対象を磁場内に置いたままで幾つかのＴ１にわたるＣＥＳＴ共鳴パルス系列で照射
する工程であって、ＣＥＳＴ共鳴パルス持続時間は前記ＣＥＳＴ薬剤に関する陽子の平均
寿命より短く、かつＣＥＳＴ共鳴パルス間隔は前記平均寿命より長いがＴ１よりは短い第
４の照射工程と、
　前記対象をＣＥＳＴ共鳴パルス系列で照射すると同時に前記対象の磁化を計測し第１の
磁化値を取得する第４の磁化計測工程と、
　前記第１の磁化値を利用してｒｏｃを把握しｒｏｃ値を取得する工程と、
　前記対象を磁場内に置いたままでその持続時間がＴ１以上の長さのＣＥＳＴ共鳴パルス
で照射する第５の照射工程と、
　前記対象をＣＥＳＴ共鳴パルスで照射すると同時に前記対象の磁化を計測し第２の磁化
値を取得する第５の磁化計測工程と、
　前記ｒｏｃ値及び前記第２の磁化値を利用することによって交換速度を確定する３の交
換速度確定工程と、を含むことを特徴とする試料特性定量化方法。
【請求項５】
ＭＲＩまたはＮＭＲスペクトロスコピーあるいはスペクトロスコピー撮像を利用すること
によって生理学的組織の物理的または化学的パラメータをインビボで決定する方法であっ
て、
　ＣＥＳＴ造影剤を対象に投与する造影剤投与工程と、
　ある特定の位置における前記ＣＥＳＴ薬剤の交換速度をインビボで決定する交換速度決
定工程と、
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　前記交換速度を標準曲線と比較し前記特定の位置における物理的または化学的パラメー
タを決定するパラメータ決定工程と、を有し、
　前記交換速度決定工程は、
　前記対象を磁場内に置いたままで第１のＣＥＳＴパルス系列によって第１のＣＥＳＴ共
鳴ＲＦ強度で照射する工程であって、各パルス持続時間がＴ１未満である第６の照射工程
と、
　前記対象を第１のＣＥＳＴパルス系列によって照射すると同時に前記対象の磁化を計測
し第１の磁化値を取得する第６の磁化計測工程と、
　前記対象を第２のＣＥＳＴパルス系列によって第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度で照射する
工程であって、各パルス持続時間がＴ１未満であり、かつ前記第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強
度が前記第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度より大きい第７の照射工程と、
　前記対象を第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度で照射すると同時に前記対象の磁化を計測し第
２の磁化値を取得する第７の磁化計測工程と、
　ＴＲを反復時間として［１－ｃｏｓ（ｆｌｉｐ）］／ＴＲと定義されるｒｔｒｆを確定
してｒｔｒｆ値を取得する工程と、
　前記第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度、前記第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度、前記第１の磁化
値、前記第２の磁化値、及び前記ｒｔｒｆ値を利用することによって前記ＣＥＳＴ薬剤の
交換速度を確定する第４の交換速度確定工程と、
　を含むことを特徴とする試料特性定量化方法。
【請求項６】
前記対象の撮像がより迅速に達成されるように前記試料を連続するＣＥＳＴパルスの間に
ある観測パルスにかける工程をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の試料特性定
量化方法。
【請求項７】
検査対象が配置された空間内に静磁場を発生させるためのマグネット（１）と、
　ＲＦパルスを反復して印加し対象内にＮＭＲを生成させるＲＦパルス発生装置（６）と
、
　スライス方向、位相エンコード方向または読み出し方向、あるいはこれらの組み合わせ
で傾斜磁場を印加するための発生装置（６）と、
　対象から放出された信号を検出するための受信器（８）と、
　前記受信器（８）が検出した前記信号から前記対象の少なくとも１つの画像を生成する
画像生成器と、
　前記マグネット（１）、ＲＦパルス発生装置（６）、傾斜磁場発生装置（６）及び受信
器（８）を制御するために、少なくとも１つの処理モジュールとコンピュータ読み取り可
能なプログラムコード・モジュールを記憶するコンピュータ使用可能媒体とを含む制御装
置（１４）であって、該コンピュータ読み取り可能プログラムコード・モジュールが、前
記対象に投与された所定のＣＥＳＴ薬剤の交換速度を決定するために該制御装置に対して
ＣＥＳＴ共鳴ＲＦパルスを発生させて前記対象からの信号を処理させるように構成されて
いる制御装置（１４）と、
を備える磁気共鳴撮像装置であって、
　前記コンピュータ読み取り可能なプログラムコード・モジュールが、
　前記制御装置に対して２種類以上のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度でＴ１以上の長さの時間期間
にわたって前記対象を照射させているコンピュータ読み取り可能な第１のプログラムコー
ド・モジュールと、
　前記制御装置に対して個々の各共鳴ＲＦ強度による前記対象の照射と同時に前記対象の
磁化を計測しそれぞれの磁化値を取得させているコンピュータ読み取り可能な第２のプロ
グラムコード・モジュールと、
　前記制御装置に対して前記ＲＦ強度及びそれぞれの磁化値を利用することによって前記
ＣＥＳＴ薬剤の交換速度を計算させているコンピュータ読み取り可能な第３のプログラム
コード・モジュールと、
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を備えていることを特徴とする磁気共鳴撮像装置。。
【請求項８】
検査対象が配置された空間内に静磁場を発生させるためのマグネット（１）と、
　ＲＦパルスを反復して印加し対象内にＮＭＲを生成させるＲＦパルス発生装置（６）と
、
　スライス方向、位相エンコード方向または読み出し方向、あるいはこれらの組み合わせ
で傾斜磁場を印加するための発生装置（６）と、
　対象から放出された信号を検出するための受信器（８）と、
　前記受信器（８）が検出した前記信号から前記対象の少なくとも１つの画像を生成する
画像生成器と、
　前記マグネット（１）、ＲＦパルス発生装置（６）、傾斜磁場発生装置（６）及び受信
器（８）を制御するために、コンピュータ読み取り可能なプログラムコード・モジュール
を記憶するコンピュータ使用可能媒体とを含む制御装置（１４）であって、該コンピュー
タ読み取り可能プログラムコード・モジュールが、前記対象に投与された所定のＣＥＳＴ
薬剤の交換速度を決定するために該制御装置に対してＣＥＳＴ共鳴ＲＦパルスを発生させ
て前記対象からの信号を処理させるように構成されている制御装置（１４）と、
を備える磁気共鳴撮像装置であって、
　前記コンピュータ読み取り可能なプログラムコード・モジュールが、
　前記制御装置に、前記対象を磁場内に置いたままで第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度でＴ１
以上の長さの時間期間にわたって照射させしめるコンピュータ読み取り可能な第４のプロ
グラムコード・モジュールと、
　前記制御装置に、前記対象を第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度で照射すると同時に前記対象
の磁化を計測し第１の磁化値を取得させしめるコンピュータ読み取り可能な第５のプログ
ラムコード・モジュールと、
　前記制御装置に、前記対象を磁場内に置いたままで前記第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度よ
り大きい第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度でＴ１以上の長さの時間期間にわたって照射させし
めるコンピュータ読み取り可能な第６のプログラムコード・モジュールと、
　前記制御装置に、前記対象を第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度で照射すると同時に前記対象
の磁化を計測し第２の磁化値を取得させしめるコンピュータ読み取り可能な第７のプログ
ラムコード・モジュールと、
　前記第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度、前記第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度、前記第１の磁化
値及び前記第２の磁化値を利用して前記ＣＥＳＴ薬剤の交換速度を確定させしめるコンピ
ュータ読み取り可能な第８のプログラムコード・モジュールと、を備えている
ことを特徴とする磁気共鳴撮像装置。
【請求項９】
検査対象が配置された空間内に静磁場を発生させるためのマグネット（１）と、
　ＲＦパルスを反復して印加し対象内にＮＭＲを生成させるＲＦパルス発生装置（６）と
、
　スライス方向、位相エンコード方向または読み出し方向、あるいはこれらの組み合わせ
で傾斜磁場を印加するための発生装置（６）と、
　対象から放出された信号を検出するための受信器（８）と、
　前記受信器（８）が検出した前記信号から前記対象の少なくとも１つの画像を生成する
画像生成器と、
　前記マグネット（１）、ＲＦパルス発生装置（６）、傾斜磁場発生装置（６）及び受信
器（８）を制御するために、少なくとも１つの処理モジュールとコンピュータ読み取り可
能なプログラムコード・モジュールを記憶するコンピュータ使用可能媒体とを含む制御装
置（１４）であって、該コンピュータ読み取り可能プログラムコード・モジュールが、前
記対象に投与された所定のＣＥＳＴ薬剤の交換速度を決定するために該制御装置に対して
ＣＥＳＴ共鳴ＲＦパルスを発生させて前記対象からの信号を処理させるように構成されて
いる制御装置（１４）と、
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を備える磁気共鳴撮像装置であって、
　前記コンピュータ読み取り可能なプログラムコード・モジュールが、
　前記制御装置に、前記対象を磁場内に置いたままで幾つかのＴ１にわたるＣＥＳＴ共鳴
パルス系列で照射する工程であって、ＣＥＳＴ共鳴パルス持続時間は前記ＣＥＳＴ薬剤に
関する陽子の平均寿命より短く、かつＣＥＳＴ共鳴パルス間隔は前記平均寿命より長いが
Ｔ１よりは短いように照射せしめるコンピュータ読み取り可能な第９のプログラムコード
・モジュールと、
　前記制御装置に、前記対象をＣＥＳＴ共鳴パルス系列で照射すると同時に前記対象の磁
化を計測し第１の磁化値を取得せしめるコンピュータ読み取り可能な第１０のプログラム
コード・モジュールと、
　前記第１の磁化値を利用してｒｏｃを把握しｒｏｃ値を取得せしめるコンピュータ読み
取り可能な第１１のプログラムコード・モジュールと、
　前記対象を磁場内に置いたままでその持続時間がＴ１以上の長さのＣＥＳＴ共鳴パルス
で照射せしめるコンピュータ読み取り可能な第１２のプログラムコード・モジュールと、
　前記対象をＣＥＳＴ共鳴パルスで照射すると同時に前記対象の磁化を計測し第２の磁化
値を取得せしめるコンピュータ読み取り可能な第１３のプログラムコード・モジュールと
、
　前記ｒｏｃ値及び前記第２の磁化値を利用することによって交換速度を確定せしめるコ
ンピュータ読み取り可能な第１４のプログラムコード・モジュールと、を含むことを特徴
とする磁気共鳴撮像装置。
【請求項１０】
検査対象が配置された空間内に静磁場を発生させるためのマグネット（１）と、
　ＲＦパルスを反復して印加し対象内にＮＭＲを生成させるＲＦパルス発生装置（６）と
、
　スライス方向、位相エンコード方向または読み出し方向、あるいはこれらの組み合わせ
で傾斜磁場を印加するための発生装置（６）と、
　対象から放出された信号を検出するための受信器（８）と、
　前記受信器（８）が検出した前記信号から前記対象の少なくとも１つの画像を生成する
画像生成器と、
　前記マグネット（１）、ＲＦパルス発生装置（６）、傾斜磁場発生装置（６）及び受信
器（８）を制御するために、少なくとも１つの処理モジュールとコンピュータ読み取り可
能なプログラムコード・モジュールを記憶するコンピュータ使用可能媒体とを含む制御装
置（１４）であって、該コンピュータ読み取り可能プログラムコード・モジュールが、前
記対象に投与された所定のＣＥＳＴ薬剤の交換速度を決定するために該制御装置に対して
ＣＥＳＴ共鳴ＲＦパルスを発生させて前記対象からの信号を処理させるように構成されて
いる制御装置（１４）と、
を備える磁気共鳴撮像装置であって、
　前記コンピュータ読み取り可能なプログラムコード・モジュールが、
　前記制御装置に、前記対象を磁場内に置いたままで第１のＣＥＳＴパルス系列によって
第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度で照射せしめるために、各パルス持続時間がＴ１未満である
コンピュータ読み取り可能な第１５のプログラムコード・モジュールと、、
　前記制御装置に、前記対象を第１のＣＥＳＴパルス系列によって照射すると同時に前記
対象の磁化を計測し第１の磁化値を取得せしめるコンピュータ読み取り可能な第１６のプ
ログラムコード・モジュールと、、
　前記制御装置に、前記対象を第２のＣＥＳＴパルス系列によって第２のＣＥＳＴ共鳴Ｒ
Ｆ強度で照射せしめるために、各パルス持続時間がＴ１未満であり、かつ前記第２のＣＥ
ＳＴ共鳴ＲＦ強度が前記第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度より大きい、コンピュータ読み取り
可能な第１７のプログラムコード・モジュールと、、
　前記制御装置に、前記対象を第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度で照射すると同時に前記対象
の磁化を計測し第２の磁化値を取得せしめるコンピュータ読み取り可能な第１８のプログ
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ラムコード・モジュールと、
　前記制御装置に、前記対象を第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度で照射すると同時に前記対象
の磁化を計測し第２の磁化値を取得せしめるコンピュータ読み取り可能な第１９のプログ
ラムコード・モジュールと、
　前記制御装置に、ＴＲを反復時間として［１－ｃｏｓ（ｆｌｉｐ）］／ＴＲと定義され
るｒｔｒｆを確定してｒｔｒｆ値を取得せしめるコンピュータ読み取り可能な第２０のプ
ログラムコード・モジュールと、
　前記制御装置に、前記第１のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度、前記第２のＣＥＳＴ共鳴ＲＦ強度
、前記第１の磁化値、前記第２の磁化値、及び前記ｒｔｒｆ値を利用することによって前
記ＣＥＳＴ薬剤の交換速度を確定せしめるコンピュータ読み取り可能な第２１のプログラ
ムコード・モジュールと、
　を含むことを特徴とする磁気共鳴撮像装置。
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